
図　伊那市の位置

3.1　伊那市の現状
①位置・地勢
　　本市は、長野県の南東部に位置し、南東側は山梨県と静岡県、西側は木曽地域に接する、
人口約６万８千人の内陸都市です。市域の東に南アルプス、西に中央アルプスを有し、市
内を北から南へ流れる天竜川、東から西へ流れる三峰川沿いに都市が形成されています。
　　広さは東西 37. 2km、南北 44.7kmで、県内の市町村で３番目に広い 667.93k㎡の行政区
域を有しています。

　３．まちづくりの現状と課題
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②沿革
　　縄文時代及び弥生時代の住居址である御殿場遺跡、鳥井田遺跡など多くの遺跡や遺物が、
天竜川や三峰川の河岸段丘＊上の台地に残っています。また、飛鳥～平安時代には東山道
がこの地を通り、交通、交易が盛んであったとされ、麻布や鹿など朝廷への献上品もみら
れます。
　　中世には山麓や段丘の突端に、伊那の地侍が城館や砦を築いていましたが、天文 14 年
（1545 年）武田信玄の支配下となり、更に天正 10 年（1582 年）には織田信長軍によって
高遠城は落城し、やがて江戸時代になると高遠藩が成立しました。江戸時代には、天竜川
右岸を通る伊那街道に伊那部宿が設置され、木曽方面最寄りの宿場町として庶民の往来で
賑わいました。また、天竜川・三峰川沿いの新田開発や天竜川を利用した水運が行われま
した。
　　その後明治維新を迎え、明治８年（1875 年）に高遠藩は西高遠町・東高遠町となり、
同 12 年（1879 年）に郡役所が当時の伊那村に設置されると、上伊那の政治・経済・産業
などの中心は順次高遠から伊那に移り、以降現代まで上伊那の中心都市として発展を遂げ
ています。
　　平成 18 年（2006 年）３月には、旧宿場があり商工業の盛んな伊那市、旧城下で史跡と
タカトオコヒガンザクラの高遠町、南アルプスの自然と多くの民話伝承の長谷村が合併し、
現在の伊那市となりました。

図　明治以降の合併の経緯

参考：伊那市統計書令和２年版

伊那村
［明治 22.4.1］

伊那市
［昭和 40.4.1］

長谷村
［昭和 34.4.1］

高遠町
［昭和 39.4.1］

高遠町
［昭和 33.4.1］

伊那市
［昭和 31.6.15］

高遠町
［昭和 31.9.30］

伊那市
［昭和 29.4.1］

高遠町
［明治 22.4.1］

伊那町
［明治 30.10.15］

西高遠町
［明治 8.4.23］

町制施行

東高遠町
［明治 8.4.23］

町制施行

河南村西春近村

藤沢村箕輪町二軒家
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富県村
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溝口村

非持村

美和村
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美篶村

東春近村
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新「伊那市」発足
平成 18 年 3 月 31 日
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③人口
１）人口の推移
　本市の人口は平成 22 年（2010 年）まで約７万人でしたが、平成 27 年（2015 年）に
68,271 人となり、今後は人口減少が進むと予測されています。
　平成 27 年（2015 年）までの年齢３区分別人口の推移をみると、年少人口（15 歳未満）
及び生産年齢人口（15 歳以上 64 歳未満）の減少が続いている一方で、老年人口（65 歳以
上人口）は増加し続けています。今後も少子高齢化が続き、令和 27 年（2045 年）には年
少人口が 4,733 人（9.9％）、生産年齢人口が 21,901 人（45.6％）、老年人口が 21,338 人（44.5％）
となることが予測されています。

図　年齢３区分別人口構成比の推移と推計

図　年齢３区分別人口の推移と推計

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所※ 総人口に年齢不詳を含む。

※ 平成27年（2015年）の値は、年齢不詳を按分した人口を基に算出した値
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２）人口密度
　平成 27 年（2015 年）から令和 22 年（2040 年）にかけての 500 ｍメッシュ別人口密度
増減をみると、一部の地域では人口密度の増加が予測されますが、ほとんどの地域で人口
密度の減少が予測されます。特に用途地域＊内や天竜川より東側の国道 361 号沿いで減少
が顕著です。

図　500 ｍメッシュ別人口密度増減（令和 22 年（2040 年）－平成 27 年（2015 年））

資料：国勢調査、国土数値情報
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④土地利用
　本市の土地利用は東西が山林地域となっており、天竜川や国道などの主要道路沿いに宅
地、その周囲に農地が広がっています。
　中心部の用途地域内では、住宅用地などの宅地が大部分を占めていますが、農地が残存
しています。また、その他の空地も散見され、伊那市駅や伊那北駅周辺の中心市街地にお
ける空洞化が懸念されます。一方、西春近の天竜川沿いでは、用途地域の指定のない区域
でまとまった商業用地が見られます。

資料：平成 30 年度伊那都市計画基礎調査

図　土地利用現況
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⑤都市施設
　本市の都市計画道路は 21路線が都市計画決定されており、総延長 54,030 ｍのうち24,750 ｍ
（45.8％）が改良済となっています。
　公園・緑地は、伊那公園など３公園が都市計画決定されており、計画面積 34.6haのうち
27.3ha が供用されています。また、その他に未計画決定の都市公園が 11箇所あります。
　その他の都市施設としては、下水道や汚物処理場などが都市計画決定されており、伊那都
市計画下水道が一部未整備、それ以外の都市施設は整備済となっています。

図　都市施設一覧と都市計画道路の整備状況　　　　　　　資料：都市整備課
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⑥交通体系
１）道路網
　市内を南北に連絡する道路は中央自動車道、国道 152 号及び 153 号を軸に、主要地方道
伊那辰野停車場線、主要地方道伊那生田飯田線等が整備されています。また、東西を連絡
する道路は国道 361 号線や主要地方道伊那インター線、一般県道伊那インター西箕輪線、
一般県道沢渡高遠線等が主な交通を担っています。
　主要道路の断面交通量は、中央自動車道で１万５千台以上、国道 153 号の一部や主要地
方道伊那生田飯田線、主要地方道伊那箕輪線、主要地方道伊那インター線で１万台以上
１万５千台未満と、交通量が多くなっています。
　また、主要道路の多くは中心市街地を通過しており、天竜川や段丘崖＊などの地形的条
件、ＪＲ飯田線の踏切などにより、朝夕の交通量が多くなる通勤時間帯に渋滞が発生して
います。

資料：平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査一般交通量調査

図　主要道路の断面交通量

12 伊那市都市計画マスタープラン

１
．
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は

２
．
ま
ち
づ
く
り
の
潮
流

３
．
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
課
題

４
．
全
体
構
想



56,000

56,500

57,000

57,500

58,000

58,500

59,000

59,500

H20
（2008）

H21
（2009）

H22
（2010）

H23
（2011）

H24
（2012）

H25
（2013）

H26
（2014）

H27
（2015）

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

R1
（2019）

（年度）

（台）

●　自動車保有台数（乗用車・軽自動車）

57,36557,365 57,27957,279 57,31557,315

57,71957,719

58,10258,102

58,61558,615

58,95458,954
59,10259,102 58,99058,990 59,12259,122

59,22759,227
59,11659,116

H20
（2008）

H21
（2009）

H22
（2010）

H23
（2011）

H24
（2012）

H25
（2013）

H26
（2014）

H27
（2015）

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

R1
（2019）

（年度）

（千人）

■　JR線 5駅乗車人員　　　　▲　路線バス乗車人員

1,0681,068

0

200

400

600

800

1,000

1,200

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
265265

350350 310310 289289 269269 267267 252252 241241 235235 226226 237237 273273

1,1181,118 1,0751,075 1,0781,078 1,0631,063 1,0871,087
1,0191,019 1,0501,050 1,0661,066 1,0591,059 1,0521,052 1,0261,026

図　自動車保有台数の推移

資料：運輸要覧

２）自動車保有台数と公共交通
　自動車（乗用車・軽自動車）保有台数の推移をみると、平成 22 年度（2010 年度）から
平成 27 年度（2015 年度）の間に約２千台増加し、以降は横ばいとなっています。
　一方、公共交通はＪＲバスや地区循環バス等の路線バスとＪＲ飯田線があり、鉄道駅は
伊那北駅・伊那市駅・下島駅・沢渡駅・赤木駅の５駅があります。路線バス及び鉄道駅の
年間乗車人員の総数の推移をみると、ともに微減傾向にあります。
　今後は、高齢社会への対応や環境負荷の低減の観点から、自動車利用から公共交通利用
への転換が必要です。

※ 路線バス乗車人員に西春近線、西箕輪循環タクシー、市内北循環タクシー、伊那本線は含まない。

図　バス及び鉄道の年間乗車人員の推移

資料：伊那市統計書
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本市の景観の特徴である河岸段丘

国指定重要文化財の熱田神社

⑦景観
　本市は、南アルプス、中央アルプスの緑豊かな山岳、両アルプスからの清流を集める多
くの支流、シンボル的な景観を形成している段丘緑地や森林、広大な農地など、自然景観
に恵まれています。また、高遠城址公園や宿場町として栄えた伊那部宿など、文化的・歴
史的な景観も数多く残されています。
　これらの景観を保全するため、本市では平成 25 年（2013 年）に景観行政団体に移行し、
平成 26 年（2014 年）に伊那市景観計画を策定しています。その後、同年４月より伊那市
景観計画及び伊那市景観条例を全面施行し、景観と調和したまちづくりを進めています。
　屋外広告物については、伊那市景観計画で屋外広告物等に関する景観形成方針が定めら
れています。これを受け、伊那市屋外広告物条例を制定し、市内の屋内広告物についての
具体的な基準を定めています。
　また、景観の維持・形成等を目的として、13 件の住民協定及び１件の建築協定＊が締結
されています。

表　景観に関する住民協定等一覧

№ 協定の名称 決定年月日 № 協定の名称 決定年月日

１ 城下町高遠・まちづくり協定 H₆.12.₉ 8 美原区景観形成住民協定 H13.₁.25
2 暁野地区建築協定 H₇.₂.20 9 上山田地区金井河原田園地帯景観協定 H12.12.₁
３ 美しいまち暁野区景観形成住民協定 H₈.₁.21 10 下山田河原地区田園地帯景観協定 H14.₇.₁
４ 青島区田園地帯景観形成協定 H₈.12.15 11 小原景観協定 H14.₉.30
５ 未来通り住民協定 H10.₆.₃ 12 西箕輪ふるさと景観住民協定 H17.₃.15
６ 中条ふるさとづくり協定 H11.10.19 13 御園区内原地区景観形成住民協定 H18.₈.28
７ 美しい勝間景観協定 H11.₃.19 14 福島地区景観育成住民協定 H22.₄.₉

資料：平成30年度伊那都市計画基礎調査
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産業 第 3 次産業第 3 次産業
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0.00.0

8,0008,000
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4,0004,000
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00

 ■ 就業者数　 ■  特化係数

⑧産業
　産業３区分別就業者数構成比の推移をみると、農業や林業等の第１次産業と製造業や建
設業等の第２次産業は減少傾向にあります。一方、小売業や宿泊業、医療・福祉等の第３
次産業は増加傾向にあり、第１次産業人口と第２次産業人口が第３次産業人口へ移行して
いると推測されます。
　また、平成 27 年（2015 年）の産業大分類別就業者数をみると、製造業が突出して多く、
特化係数も 1.0 を超えていることから、製造業は本市の特徴的な産業といえます。

図　産業３区分別就業者数構成比の推移
資料：国勢調査

※ 特化係数：「本市の産業別就業者比率」÷「全国の産業別就業者比率」で算出。産業別就業者比率が全国平均と
比較してどの程度の偏りがあるかを調べる方法で、特化係数が 1.0 を超えていれば全国平均に比べ相対的に特化
しているといえる。

図　平成 27 年（2015 年）の産業大分類別就業者数と特化係数

資料：国勢調査
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⑨災害
　本市は一級河川＊の天竜川や三峰川をはじめ多くの河川があり、河岸段丘等による急峻
な地形であることから、過去には昭和 36 年（1961 年）梅雨前線豪雨や平成 18 年（2006 年）
７月豪雨等により大規模な水害・土砂災害が発生しています。さらに、近年の急変する気
象状況等により水害や土砂災害が発生する危険が高まっています。また、市内の河川に架
かるいくつもの橋梁が道路網を支えており、落橋等による交通の分断や集落の孤立が危惧
されます。
　地震については、本市は南海トラフ地震＊の「地震防災対策推進地域」に指定され、い
つ大規模な揺れが起きてもおかしくない喫緊の状況が続いています。また、本市の東側に
は糸魚川―静岡構造線断層帯＊が走り、竜西地区には南北に伊那谷断層帯＊主部が延びて
いることから、これらの断層を起因とする大地震も懸念されます。

図　浸水想定区域と土砂災害の恐れがある区域

資料：伊那市防災マップ、信州くらしのマップ
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3.2　住民意向
①アンケート調査
１）調査の目的
　　伊那市都市計画マスタープランの改定及び伊那市立地適正化計画の策定に際し、これか
らの伊那市や住まいについての考え、また、住民のまちづくりにおける満足度や重要度等
について把握し、住民の意向を計画の改定や策定に反映することを目的としました。

　２）調査の概要

３）主な住民意向
【人口減少社会における身近な状況変化】

人口が減少することで起こっている
ことは、「小中学校の児童や生徒が減
少し、クラス数が減った」が 42.4％と
最も多くなっています。また、「耕作
が放棄された農地が増えた」、「地域の
役員の引き受け手が減ってコミュニ
ティの維持が難しくなった」、「空き家
や空きアパートが増え、防犯上の問題
が生じている」といった項目が 35％
を超えています。

【望ましい将来の居住場所】
多くの市民が住む場所として、ど
のような環境の場所が望ましいかは、
「駅・バス停周辺の都市施設等の公共
サービスが充実した便利なエリア」が
66.1％と最も多くなっています。

調査対象 過去のアンケートの年代別回答状況から傾斜配分により抽出した、住民票に
おける満 18 歳以上の男女 2,000 人

調査方法 配布方法：郵送
回収方法：郵送または市役所都市計画課窓口へ持参

調査期間 令和元年（2019 年）９月19 日（木）〜10 月７日（月）（投函締切日）

回収状況 有効回収数 745 通（回収率 37.3％）

小中学校の児童や生徒が減少し、
クラス数が減った

耕作が放棄された農地が増えた

地域の役員の引き受け手が減って
コミュニティの維持が難しくなった

空き家や空きアパートが増え、
防犯上の問題が生じている

身近な商店が閉店し、買い物が不便になった

地域の人口が目に見えて減ってきた

公共交通の利用者が減少し路線が廃止になった

お祭りなど地区の活動ができなくなった

人口が減少しているとは感じない

その他

42.4%42.4%

38.9%38.9%

38.4%38.4%

35.5%35.5%

29.4%29.4%

26.3%26.3%

14.0%14.0%

12.2%12.2%

9.8%9.8%

5.8%5.8%

0％ 20％ 40％ 60％

駅・バス停周辺の
都市施設等の公共
サービスが充実し
た便利なエリア
66.1％

公共交通や都市施設
の利用には不便だが、
静かな郊外エリア
25.5％

その他
8.4％
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【まちづくりへの満足度・重要度】
　　それぞれの施策の重要度と満足度については、満足度の「満足」から「不満」まで、重
要度の「重要」から「重要でない」までの回答順に４〜１のポイントを付け、それに回答
数を乗算した数値の平均値を施策別に算出しました。また、満足度をＸ軸、重要度をＹ軸
とし、相関を散布図に示しました。なお、４つの領域を区分する満足度と重要度の平均値
は、すべての施策の平均値としました。
　　「災害に強い都市づくり」、「安全で快適な道路整備」等の施策は、平均値より満足度が
低く、重要度が高くなっており、見直しの必要な領域に属しています。
　　また、「魅力ある中心市街地の再生」、「快適な環境を整えた質の高い市街地形成」等の
施策は満足度・重要度ともに平均値より低く、施策の縮小・見直しが必要な領域に属して
います。

魅力ある
中心市街地の
再生

魅力ある
中心市街地の
再生

無秩序な市街化の防止と
健全な市街地形成

無秩序な市街化の防止と
健全な市街地形成

市民参加による景観づくり
身近な緑を活用した緑地空間の創出
市民参加による景観づくり
身近な緑を活用した緑地空間の創出

身近な緑を保全・活用した
空間の創出
身近な緑を保全・活用した
空間の創出

総合的、計画的な
道路交通体系の整備
総合的、計画的な
道路交通体系の整備

水と緑の環境づくり
と緑地空間の創出
水と緑の環境づくり
と緑地空間の創出

自然環境の保全と活用
自然と共生する土地利用
自然環境の保全と活用
自然と共生する土地利用

地域の特性に応じた土地利用地域の特性に応じた土地利用

地域の特徴を活かした街並みの
景観づくり
地域の特徴を活かした街並みの
景観づくり

交通網に対応した
適正な土地利用
交通網に対応した
適正な土地利用公共交通の利便の向上公共交通の利便の向上

都市計画道路の見直し都市計画道路の見直し

災害に強い都市づくり災害に強い都市づくり

環境にやさしい
まちづくりに対応した
生活環境づくり

環境にやさしい
まちづくりに対応した
生活環境づくり

水環境の保全と
快適な暮らしの確保
水環境の保全と

快適な暮らしの確保

適正な土地利用の規則・
誘導による安全なまちづくり
適正な土地利用の規則・
誘導による安全なまちづくり

安全で快適な道路整備安全で快適な道路整備

都市活動を支える
道路網の整備

都市活動を支える
道路網の整備

都市計画の推進都市計画の推進

快適な環境を整えた
質の高い市街地形成
快適な環境を整えた
質の高い市街地形成

3.83.8

3.73.7

3.63.6

3.53.5

3.43.4

3.33.3

3.23.2

3.13.1

2.92.9

2.82.8

33

22 2.12.1 2.22.2 2.32.3 2.42.4 2.52.5 2.62.6 2.72.7 2.82.8 2.92.9 33

高高

高高満　　足　　度満　　足　　度

重

　
　要

　
　度

重

　
　要

　
　度

低低

重要度平均
3.21

重要度平均
3.21

満
足
度
平
均

2
・
5
4

満
足
度
平
均

2
・
5
4

施策の縮小・見直しが必要な領域 施策の維持が特に必要な領域

施策の見直しが必要な領域 施策の改善・継続が特に必要な領域

施策の見直しが
必要な領域

〈重要度が高く満足度が低い領域〉
市民が求めている施策の内容と、実施している施策の内容が不整合を起こしていたり、施策へ
の取り組みが十分でないため、施策の内容等の見直しが必要な領域と判断できる。

施策の改善・継続が
特に必要な領域

〈重要度が高く満足度も高い領域〉
市民が施策の内容について概ね満足しており、さらなる改善も含めて重点的に改善していくこ
とが必要な領域と判断できる。

施策の縮小・見直しが
必要な領域

〈重要度が低く満足度も低い領域〉
今後の推移によっては、施策の縮小、廃止を検討する領域と判断できる。

施策の維持が
特に必要な領域

〈重要度が低く満足度が高い領域〉
市民が施策の内容について概ね満足しているが、重要度は高くないため、現状の施策の維持が
重要な領域と判断できる。
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【まちづくりの発展方向】
今後どのような方向に発展するこ
とが望ましいかは、「医療・福祉が充
実した、健康福祉のまちづくり」が
37.8％と最も多く、次に「土砂災害や
水害、地震などの、災害に強いまちづ
くり」が 31.7％となっています。

【少子高齢社会における発展方向】
少子高齢社会において重点的に行う
ことが望ましいまちづくりは、「若い
人が住みやすく、子育てもしやすい
まちづくり」が 59.2％と突出して多く
なっています。

【公共交通維持等に必要な施策への考え】
公共交通を維持し、生活に必要な施
設を集積させるまちづくりに向け、重
点的に行うべきことは、「既存のバス
を便利で使いやすくする」が 65.2％と
最も多く、次に「地域の身近な店舗を
維持・再生させる」が 52.3％となって
います。

医療・福祉が充実した、健康福祉のまちづくり

土砂災害や水害、地震などの災害に強い
まちづくり

道路・公園・下水道などが整備された、
住みやすいまちづくり

路線バスが充実した、誰もが
移動しやすいまちづくり

自然が守られる、環境に配慮したまちづくり

工場の立地や誘致に積極的に取り組み雇用機会を
拡大、創出する、産業が盛んなまちづくり

住宅や店舗、病院、公共施設がコンパクトに
まとまった、便利なまちづくり

伊那市駅周辺の中心市街地に集合住宅や店舗
が集まる、賑わいのあるまちづくり

自然・歴史・文化・山岳等を活かした、
観光が盛んなまちづくり

教育・文化施設が充実した、生涯学び
続けることのできるまちづくり

農地や森林が守られる、農林業の盛んな
まちづくり

自然景観や都市景観、主要道路沿道の景観に
配慮したまちづくり

スポーツ・レクリエーションが楽しめるまちづくり

その他

37.8%37.8%

31.7%31.7%

21.3%21.3%

19.8%19.8%

18.5%18.5%

13.0%13.0%

12.3%12.3%

11.0%11.0%

10.2%10.2%

9.2%9.2%

8.5%8.5%

4.7%4.7%

4.0%4.0%

1.4%1.4%

0％ 20％ 40％ 60％

59.2%59.2%

35.9%35.9%

31.7%31.7%

31.6%31.6%

23.2%23.2%

6.6%6.6%

4.5%4.5%

4.3%4.3%

1.7%1.7%

0％ 20％ 40％ 60％

移住・定住について「行ってみたい」、「戻って
きたい」、「住んでみたい」と思えるまちづくり

若い人が住みやすく、子育てもしやすい
まちづくり

日常の買い物が便利で、生活に不便を
感じることのないまちづくり

福祉が充実したまちづくり

公共交通の充実による、高齢者や子どもが
移動しやすいまちづくり

身近に学びの場所が整備された、
生涯学び続けることのできるまちづくり

地域ごとに誰もが語り合うことのできる、
オープンスペースのあるまちづくり

バリアフリー、ユニバーサルデザインによる、
安全に歩くことのできるまちづくり

その他

65.2%65.2%

52.3%52.3%

42.2%42.2%

17.0%17.0%

8.4%8.4%

6.7%6.7%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

地域の身近な店舗を維持・再生させる

既存のバスを便利で使いやすくする

郊外住宅地などの無秩序な拡大を防止する

郊外での大規模な店舗などの出店を規制する

その他

移動が少なくても快適に住み続けられる
よう、大規模なスーパーや伊那市駅、市
役所や支所周辺などに住宅や店舗、公共
施設を集中させる
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②ワークショップ
１）ワークショップの目的
　　伊那市都市計画マスタープランの改定及び伊那市立地適正化計画の策定に際し、住民意
向を反映した実効性の高い計画の策定を目指す観点から、地域住民のまちづくり（都市計
画）に対する要望や課題の把握を行うことを目的としました。また、併せて地域住民の皆
様に計画の概要を説明し、御理解頂くことも目的としました。

　２）ワークショップの概要

開 催 日
開催場所

〇令和２年（2020 年）８月 25 日（火） 防災コミュニティセンター
〇令和２年（2020 年）８月 29 日（土） 美篶公民館
〇令和２年（2020 年）９月 １日（火）  東春近公民館
〇令和２年（2020 年）９月 ４日（金）  高遠町総合福祉センターやますそ

参加人数 73 名（４日間延べ人数）

プログラム
概　要

〇伊那市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画の概要説明
〇アンケート調査結果等の説明
〇ワークショップの位置づけの確認
〇グループ会議（都市計画への要望の把握）
〇情報共有

ワークショップの様子
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3.3　まちづくりの課題
　本市におけるまちづくりの課題を整理すると下記のとおりとなります。

表　まちづくりの課題

項目 課　　　　題

人口・少子高齢化

○人口減少の抑制が必要です。
○少子化に対応し、少子化を抑制するまちづくりが求められており、子育て

支援施設や小中学校の適正配置について検討が必要です。
○高齢社会に対応したまちづくりが必要です。
○地域コミュニティの維持が必要です。

土地利用

○適正な土地利用の誘導により、コンパクトで持続可能なまちづくりを進め
る必要があります。

○国道 153 号伊那バイパス及び伊駒アルプスロード等、新たに建設される
道路沿線の土地利用のあり方について定める必要があります。

○用途地域の指定のない区域の商業集積が見られる箇所について、用途地域
指定区域への編入の検討が必要です。

市街地
○伊那地域及び高遠町地域の中心市街地における空洞化の抑制が必要です。
○伊那北駅・伊那市駅周辺の魅力の向上が必要です。
○空き家、低・未利用地の活用が必要です。

道　路

○国道 153 号を主とする中心市街地周辺の道路における慢性的な混雑の解
消が必要です。

○国道 153 号伊那バイパス及び伊駒アルプスロード、環状北線の早期実現
が必要です。

○狭あい＊箇所の拡幅や歩道の設置等による、安全な道路の整備が必要です。
○長寿命化等による道路・橋梁の維持管理コストの削減が必要です。

上下水道
○下水道の整備・利用の促進が必要です。
○長寿命化等による上下水道施設の維持管理コストの削減が必要です。

公園・緑地・
その他公共施設

○都市公園や公共施設の適正な配置が必要です。
○長寿命化等による都市公園や公共施設の維持管理コストの削減が必要です。

交　通
○高齢社会への対応やゼロカーボン＊・低炭素まちづくりの観点から、公共

交通の利用促進及び自動車依存社会からの転換が必要です。
○公共交通の利便性の向上が必要です。

景　観

○新たに建設される道路も含め、周辺環境と調和する沿道景観の形成につい
て検討が必要です。

○段丘緑地、河岸段丘など、特徴的な景観を保全する必要です。
○高遠町の国道 361 号沿い等の歴史的景観を保全し、有効活用する必要が

必要です。

産　業
○農林業・商工業・観光の振興を支援することのできる都市基盤整備の推進

が必要です。
○伊那北駅・伊那市駅周辺及び高遠町総合支所周辺の魅力の向上が必要です。

防　災 ○河川災害・土砂災害・地震などの災害に対して強いまちづくりが必要です。
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